












































































































































































































































































































































































spring 1997 -summer 1997/1998 -
autumn 1998 . (南半球で)
・… July ISept. 1998 -winter 1998 ・
fal 1998 -Christmas issue 1998 -winter 
1999 -spring 1999 
・・ 1st quarter. '97 -2nd quarter， '97 -4th 
quarter. '97 -1st quarter， '98 ・
. Jan. 1998 -Jan. 15， 1998 -Feb. 1998 -
Mar. 1998 -Mar. 15， 1998 
Jan. 1， 1998 -Jan. 4， 1998 -Jan. 8， 1998 
Jan. 11， 1998… 
































象である。例えばある号が“vol.2， nos. 1/2" 
という巻号次を与えられているとすると，その








く示している。稀に見られる“vo1.10， no. 2/ 
vo1. 11， no. 2/ vo1. 12， no. 2"のようなとびと
ぴの合併号の例は，このことを更に鮮明に表し
ている。




























































































































































































































































































告J51， 91-97 (1993) 
4 ) この問題についての本稿と異なるアプロー
チ:
Kniesner. D. and C. Willman. The analytical 
reference in serials cataloging. Senals libγa 
rian， 26 (2) . 113-123 (1995) 
5 ) 諏訪敏幸「逐次刊行物目録におけるタイト
ルの変遷と記入単位」。前編は r大図研論文



























いについての一考察J '大図研論文集J 17， 
1-15 (1994) 
10) ふつう外国学術雑誌の刊行と頒布は年



















ら6月までは l巻 1， 2， 3， 4， 5， 6















































'TP&DフォーラムシリーズJ 1， 4-27 
(1992) 
23) むしろ“ every work will be available in 




Wainwright， E. lmplications of the dynamic 
record for the future of cataloguing. Catalo 
guing A山 tralia.17 (3/4) ， 7-20， (Sept./Dec 
1991) 
24) Heaney， M. Object-oriented cataloging. 
Infonnation technology and libraires， 14 (3) 。














Intner， S.S. A new paradigm for access to 
serials. Serials librarian. 19 (3/4) ， 151-161 
(1991) 
Wilson， p， The second objective， In: The 
conceTtual founda帥山 ofdes町iTtivecαtalog間g
ed. by E. Svenonius， San Diego， Academic 
Press， cl989， pp. 5-16 
谷口祥一「三層構造モデル再論J r図書館
学会年報J43 (1)， 1-18 (Mar.， 1997) 
26) r書誌情報の交換を可能にする，つまり物
ではなく，タイトルをキーとする資料の確認
の仕方，装置とが，・・・不可欠J (志保田，前
掲論文)
27) この構造の最上位の部分は，拙著「逐次刊
行物におけるタイトルの変遷と記入単位」の
続篇(未刊)で修正が加えられる予定であ
る。
28) 日本の議論の概要は志保目前掲論文を参
日召。
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